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＜研究の概要＞ 

交通流理論と AI 学習を用いて、移動体データと気象・地形データ等を融合解析し、リアルタイムに非日

常の「発見」と「事前アラート発信」を行う手法を開発する。対象とする非日常は災害時の道路損傷、冠水、

豪雪、Gridlock 等だけでなく、観光地やイベント時の渋滞も含む。 

 

＜中間評価結果＞ 

道路損傷や冠水などの非日常の発見、非日常の事前アラート発信、リアルタイム可視化システムの検討

それぞれにおいて、貴重な知見が得られており、今後の研究の見通しにおいても成果が期待できることか

ら、現行のとおり推進することが妥当であると評価する。 

 

＜参考意見＞ 

1. 非日常の発見と事前アラートとの間のつながりなど、個別研究項目間の関係を意識しつつ、具体的な

検討を進めることが望ましい。 

 
※本中間評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 36回新道路技術会議において審議したものである。 


